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わが猷測る網・ス弘磯の開頭であれたぽた、腐綴亡考」（3）（／9。28）磁、

つた桑原騰蔵博士は、中西麗のイスラム獅究にお｝朱代の文献に依って、中央アジアにおける駿初の

いても、先駆著であった。／907年（明治4／）1トルコ系王朝カラ’ハーン朝の発展に関説される
　　　　　　（1）
の「紙の歴史」　　　　　　　では、唐測の史料にもとづいて1ところがあった。一方、羽田享博士は、「事始建
醐の底幅瀦のき。粥とな。嫡・，スi酌嚇とその欄④（／9／6）に抑て、遼の

ラム両軍のタラス河の戦の経緯が明かにされてい｛皇族耶律大石ぶ（藁）カラ’ハーン朝に代わって

るし」繭紬頒鞭撚臨いて」（／9／6～2！。ラ・キタ任剛醜）腱設％にいた。た

では、やは艸畑島を翻して、イスラム時代峰過を考え、遼麺伝える年代の誤號正し「

以鯛・一ラがも・と懸な貿撒あ・嫡椴襯」㈲では瀬の史灘・て、

が、六～七世紀にはウボラやバスラが発照し、九i両港の交渉を老察した。また、和雷清博士の「兀

慨畔翻働。．，．フ粥と綿虫鋤滋賠論嚇する醐鰻は、明のハ，礁の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
地位を占めるにいたった事清が述べられている。1経緯が亡しく説かれているし、「明初の蒙古経略
。の継は、／9／。～僻、のちに＿本に鋤i」（％は、チムールと蒲613。i　T。milrのeees

られて手函交通史の名著と謳われた「細民庚の事1が考えられている。なお下士には、いずれ屯明代

驕」を博士が史学雑誌に連織されていた当時の副i中央アジア史に関係の沿いMekl沁s（セ心力）や

動で、その熟は繍にも襯されているが、：・・鋼醐漉き一，．，よん齢響8）竜ある。

別の雄篇の力作騰麿時代に支藩に来住した西域1次に藩アジアに賦していえば、マホメットの璽

人に就いて」（／925）に竜、北宋の繍家米蓄の；涯は早くから世入の興味をひいたようで・蔚世紀

概痴愚に繭へ翫イスラ轍徒の子孫とすiの末から今世紀の初めにか珍て・いくつかの耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る所伝に関連して、中央アジアのイスラム化に言1が箸わされた・しかし、衰たいずれも欧入の辮

及されている。　　　　　　　　　　　　　　：の蕪案で、学間的な緬値はない・わが隅に齢ける

　桑原薄士についで中懸イスラムの獅究に手を染i西アジア＝＝aスラムの研究が、ようやく、その黎

めた桑田六郎博士は、r画圃に就きて」（／9／9）i明期を迎えたのは欧文からの電訳にもぜよ、坂本

において、図圃（数）の名称が圃絶に歯来すると1健一・氏の最初の邦訳コーラン（ザ世界聖典全簗」

いう鋸馳肯定しながらも、その騨直接の関係撤）が公刊された／920年卿菱のこととい・て

を認めず、回誌がウイグル族以外の民族も指すよiよい。／92／年にイスラム法麟の源流を考察し

うになった金元時代以後、とくrc元の世祖の治慢1たのを鰍改じめに、その後＋数年にわたって、イ

におよんではじめてイスラム教、イスラム鍛徒を｝スラムの定学●地理学’法掌の膏楽などを研究毛．

鰍秘よ旗加属艇麟う・控主醗た細鰍氏の翻9砿ま課本鰯の磯に
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はおよばなかったとしても、当時としてはもっと：であった。ところが、／933年に、．西域番礪志

もすぐれたものであった。　　　　　　　　　　；と名づけられたその明鋤完本が、一行の壊行記（

　すでに中騨イスラムの研究についていったよう；西域行程記）とともに発見され、やがて北京二三

に、／93一聯ころ競として、渤・瞭が鰭骨囎の一つとして脚卿1さ泌に鳳ん

けるイスラム研究はにわかにさかんになった。中iで、これまでの疑点が氷解する一方、新しい研究

西亜のそれに関しても、多くの著雲・論文が現わ；の対象になったが、この点についてはのちに述べ

れはじめた。それらの大部分はなお概して網介的：る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ないし啓薇的なもので、学課的な緬値のあるもの1　このほか、回回館訳語の語彙の研究から、元明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
は少なかったが、一般の関心を高め、やがて本絡i時代を通じて、中覇とイスラム三園との交渉には

的な三三められ磯運嫌三二こ与・て力 ｦ諭じ（・ベルシ尉rが使われたこと轍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iした田坂興道氏の論文があったという点で意味がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も二品されてよい。

　まず中央アジアについてみれば、／94／～4：　／6～／ク世紀（明末清初）の中央アジアにっ

2隼、櫃村清二氏がチャガタイ汗園愛のすぐれた；いては、東トルキスタンのイスラム化からはじめ
概三三（・・）嚇、風。の。ろ、佐憾て、いわゆるホジ。（榊）三富立を二

三は、東彌の史料を駆使して、モンゴル時代の中iそれが中国イスラムにおよぼした影響にまで説き

知ジアを囎。た漣の謙⑪舩け、、し、i規んだ鞘の徹鱗ある．雛の聴は蹴

チ。ガタ二三成立，撫の齪を論じ、その細の，ス・・端正の地位を糠、た論調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
内部状態む明かにするとと竜に、イスラム吏的側iでいっそう詳しく論じられているし、清朝の画部

面にもふれるところがあった。　　　　　　　　’すなわち東トルキスタン統治政策はまた別の論文

チムール鵜ゆ中央アジアについては、先のiで取扱われてい親二三二藍」下巻（翅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
羽三士の諦劾回し帷一のものであ・たが・馳理職大系’第イ2編・／943）に収められ

このころになると、明側の吏料を竜ととして、チ：た「トルキスタン。近世」の概説は、これらの研

ムールの獺と明の醐政魁の関係・そのぞ麦の：究が基礎にな・ている・

チムール朝と明との慶渉を鳶え、両畜の使節交換i次に西アジアに関していえば、もっともトルコ

の繍三論・た三二氏の三二チ・…語麟勲・・ビ徹も通・た大久保二

一ルの自伝と称されるM　alfzat｛Tim轍iが偽書i氏は、／934年、ガ東洋思潮誤のうちに、要領

働るべ纒由蝋明し、チ・．，搬研究翻のよい「イスラ噸」の概謹回して幡が、

を蝋し凹凹二氏の謙⑬、シ。．り、フのi38敏灘さ四丁三三所の所侵とな。て

｛節の報轡を利用して明代社会の一面を明かにし1からは、『園教圏史要港（／940）、ボ概観回

ようとした宮嚇三士の論垂盤どが二つ涙教圏．9（／94のなど磯網艦修し崩か

で出た．・ゼり・フの艇へ二三れ三二ら・鳳輔蝋績としてはコー・・の訳調があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの使西域記け明初の中央アジアの事構を伝えたも，るにすぎない。しかし、岡研鳴駈に拠匂、大久保

つとも電要な三二の一つであるが・もとは明実緑1所畏を助けて活動した小林元氏は・アラビア語礎

欝驚呼声呼声窃灘；為講i努無職濃鞭瓢搬轟
は・櫛の駄の総醐旅はうとしたもの人騰z。。」の粥の起網鰭え、あるいは、



導
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／0～／／世紀に商業都市としてもっとも栄えた　王閣の発展に対するかれらの寄：与を、それぞれ、

イラ。瀦部の、1伽勧櫛鯉を話した｝考証たものrC，bる．＿方痴者が勲染め崩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
のをはじめ、もっとも多くの業績をあげた。厨城i代中央アジア史の研究は、ホジャ時代を中心に、

紙もつとにアラビア籍を修め・イス弘社会の防曜嶋畷平の舐によ・てさらに展開され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究に志したが、アラビア地理書・旅行記につい｝た。鴎聡知旨いわゆる白山・黒山両覚の分立をス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ての紹介的輪文暁聴した樹で終。た．やしフ，ズ。を競る鎌と。植耐す碓の＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
はりアラビア語を学んだ井筒俊彦氏が、一人の著i派の対立として理解したばかりでなく、ホジャ族

婁ばか砂でなく、原典を利駕して、／／世紀まで｝とチャガタイ汗家との血縁関係にポジャ政権成立

の島民鱒学趣醐の醐を中心に、わ，・iの擬を求め識また、伽氏は、・ジ。献

国における緩初の『アラビア思想史』を箸わしたiの社会構造の分析から、いわゆるベク（伯克）制

6D　erk／94／年の。とであ。た．。聴か、八木｝館翻槻晒した、餓「細肉ま、。れ一対

二品はイラ。に漁るスーフ，ズ。の発振iして、身分靴みた軌。のほか、佐砥誌代

彰察し、tasa、wvuf的信仰に経験的。感情的・思i申央アジア史に関するいくつかの論交を発裏して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

想的焦点の購漏壷めら泌。と温き矧いる．籍はウ、グ嚇の、スラ。一礼を頒

諸訳概も。．フ，ズ。に強燭唾示した鋤して、シ．ア派の影響揃，。，。病婦の聯

・の聞酒アジアない、，。・糊上砂くの1を欄。たもの綱第二購朝の東・，レキス・。

綴．轍噸酬撚れたが、先議圃鞭史｝に測る麟醗襯欧もの餓第三は翻ギ

軸r細細教臨・・ピ・轍以外1ズ民搬の欄磯餓第麟靴・ザーフ

では、イスラムの祉会経済を概説したヨハネス・i族との貿易を考察し、その絹互俵存関係を論じた

クラウ・の翻餓爾アジア旅禰附録・し耀もの夢隔五はホーカ・・礪の晶晶・その

融勧西アジ硬観搬試し熔嚇論士のi熱ルキ。タ。民謡朧欄したもの艦ど

小鷺・も。とも臆さ泌。　　　iである．繁た一舐に囎漏壷頒トルキ。

　こうして第二次大戦の直葡から戦時申にかけてiタンの租税制度が結局はイスラムのそれに厳かな

にわ旅さかんとな。たわ欄の嶽ラ場究は瞬か。た。とを翻し漸ぜ⇒もある．獣の

戦後いち段と発達し、本楕的な段購に遠した観がi申出アジア、とくに棄トルキスタンに関する限わ

踊。　　　’　　　1わ，働磯はも。とも進ん℃．、、。るとい。て搬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　寮ず、中央アジアについてみれば、松村潤康はi寮らないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
嫡域綱都を利肌て、細博士の所説を剰語購アジアについてい燃、田坂興舐に

訊燃かりでなく激論伝の瑚の条はも随一魏や灘鰍みえる・・カの一志

と屯と別失八里の条に属するはずの竜のを誤ってi的習俗が繭イスラム時代の残津ではないかと疑っ

羅、たに避ない・と面一訊。か、糊i論鰺勿煽る．輔から二、三の論文に・。て

の吟密王家の起源を甘心に封地をもっていた察合1イスラム研鳴に乱心を示していた前鵬鱈次氏は、

台後王幽し繍《骸し、獣較アジア紬史料・・ラ・ア史料献血訊てモンゴル

史の研究を臼指している。雛i考には、清初のウイ｝軍の攻略によるバグダードの陥落前後の賦払を老

グル擬対象とした三つの論遇・ある．その二：察した識つとにペルシア文学の轡弓回して

つ隙ら蠣業繭を、他の一つはジ。ンガル鰯れ瀟生礼一氏はサーデ，一のダ舗三三



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園…致：民族（b歴皮三学、（豪ヨ潮1琵一2、　1933＞

織；二総総禦禦灘i画堀に幽幽輩鴨鷺と，，
メソY，e　tSrミア（アルー・ワーの慰顔燗逮してi鰍民族の無学0秘三地理・LXV～3

繍た§・ltl・“う・と鯛容・簾を鰍。，ビ糠の剛臆撫史蕪）

忙し・彿勲武力・・w・vaよるものと契約9・XP・　　　　　鞍3・4・1937）
によ魏のと紛けるイスラ・の曲論が力勅i轍騰徒の鞭聯幡魁耀・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX．　V・’VXX］Y．．　’19SOtv1932）
ずしも駄駄実と一灘ず・瞬くともメソポi⑩贈台澗曝亡綿弓謹一／・一／2

タミア棚賭時にあ・ては・支配民族であるベル　　　　　　IX一／、1941，42＞
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淑軽み気Lラ試堀鴫δ挑ら諮纏蕪▽麟瀦察し菱轍暁葵蓑εぞ漏。わ融に
t，，tマホメ。，の轍麟岬や。．，。報える・謝る・…磯畷アジア耽は上欄車と

禰辮臓・轟。鰍・た。購櫃勲の一：・働つつあるとい。てよい・

部として、もしくは単行講としてあいついで出版：

された西アジアのイスラム時代礎やイスラム：文化i　イスラムの研究といえば、なおインドや東南ア

の概説書のうちに｝蒲荘嶋・蒲生両氏の執筆・編纂1ジアのそれにもふれるべきであるし、これまで述

になるものが多く、イスラム研究の先達の観があiべてきたうちにも、取上げなかった分野や挙げる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
るが、民俗学。社会学の造詣が璽く、中国イスデべくして不注意に見のがした研究も少なくないと

ム社会の研究で業績をあげた岩村経略は要領の良1思われるが・それらはすぺて他日に期し・冒購の

回ス，。絵の麟網騰机⑰る。灘塞ぐ・とにし抄。

資料の乏しい中央アジアに関してはともカ・〈薪

戦後の西アジアのイスラム概究にとってもっとも；　　　　　　　　　註

著しい・とは酒アジアの藩識暗潮得しi①融・2～9・／o棟敵験論擬
た欝翻に・・て・嚇・轍や西洋1（　　　　　　　　　　　　　　／93／A所収2）吏林・／～3（索顧交通史論叢・／933・）

麹蝸から蹴て・西・・ア蝿鋤研究碩i　　　　　　所収）
剣に進められつつあることである・たとえば、藤i（3）東洋学報・／7～／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ本勝次氏はイブンーハルドゾンの雌界嚇説i④麟’1～2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i（5）敷。VKN／0　。　　　ユ9：12
s・イブ淋コルtS’“　一ドベの磁里記’郡函趨，（・）灘地潜史磯報告・XII，．＞Olg・・9・・，・2

マフムード。カシェガリーの鉢ルコ・アラピアー（ワ）同　上　・X旺

語綱などの部療騙澱覇脚曲面（・）セ勅創輔駈鷹講鮮三盛
や・繊縣の拾識考察・て、・・し濾購初嚇。驚の醐嬉灘）

藤圭四郎義は土地閥題を中心にアッバース朝の社：　　　　　　　　　　　　X正卍2、19思）

会融の頒を企てている．残た沖央アジアゆ）醐淵の瀦紐学L・・駄痢

シアペに対しては無力、捜支町民機であるセム：系；（ロ）チャガタイ・ハンとその時代（簾韓報

の原住昊に対してはつねに契約によってなされた；

ことを論証した。一方、三嬬竃治男勲財スマンi

帯r難超に蘭心を霧せ、イエニチェリ軍騨の歴実的i

役割やオスマン齋困の社会鷲成とタンジマートの’

　　　　　　　XX双一／，2、ユ942）
モンゴル入支配時代のウイグリスタン

　　（史学雑誌、L肇V～8，9、194，：3）

元代のターリム南辺地構（北アジア学報、｛r

　　　　　　　　　　　　　　　ユ9娼）



醐の鷹の使一命ついて（鮮輔　1

　　　　　　（東洋学二二、ユ94θ、補訂所収〉｝

⑯ド回回館訳語」語釈、（棄洋学報、XXX一／，　1

　　　　　　　　　　　　2　，　4s　1943）

　　「回画館訳語」に関ナる乱民、（園丁圏
　　　　　　　　　　　　iU’：llsJ’175i’E）　i

醐欄の東トル榊?聲繍｝

　　　　　　　　　　　　　　わ淋團に滋けるイスラム研究（羽田）　　　　　　　　　　　　5

　　／4世紀ifL・｝）ける元面恥カーンと西方三王豪i’究、／34、ユ9th　8）

　　との醗獣ついて（北アジア学報L羅・）1㈲脂獅献のべク患（勅学、斑、

　　イスラム世界に鮒るチ・ガタイ・ウルスi　　　　　　　　X952）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幽一耀
ｮ熱淵臨；1二1：撒1譲饗）

⑬心隔の自伝について檬古賠／・ユ製ユ肩　　　・　塊一軸・…8）
㈱駄児孫の翻使鰍学9・　3・・血・凋＋継繍判・論るカシ・ガリ・の嚢糊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発、（史学雑誌、LXE一〃、　igsi一）

XVI・’3・x927）i㈲キルギス民族学序説、厩族学研究、

⑱回忌怖都里什特と西寧、（北アジア学報

　　　　　　　　　　　　　　M．　1944）
鋤濡朝の園部統治政策（『蒲朝の辺境統治政

　　　　　　　　　　　　策＄ユ9熱、所収）
㈲H土協会編、土日・H土辞典は大久保氏の編

　　　　　　　　　　　　禦によってできた。
Ce］）歓コーラン研究3、ユ950

㈲マムルーク考、個教臨皿一3，Kユ939）
知）ザンジ＝湧、（罫東西交渉史論、上』

　　　　　　　　　　　　　　工939、斎収）
㈱アル・アツワーズ考、（史学雑誌、X砥一

　　　　　　　　　　　　3　，　4．　19　3V）

㊨萄アラビア語の地理書旅行記に就いて
　　　（文化、　rv’　一一／2、　V　・一ノ、ユ938，9）

鯛宇品に於けるtasawwufの分類に関する考察

　　一一一特に舳1aqへの発展について（宗教三

脚撫難聴響つい
爾r囲教の経済倫理戯ユ944）
㈲罫菩薩蛮記藷、工9猛

獣糠諜∴慧義欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　196ツ〉
＃2）西寧と多巴、（棄洋i超研究、X－5、：L94，9）

　大黄のセレンが地方原産観について（『和田

　二士還暦記念東洋史論叢轟、195■馬長）
㈲アルテイ・シヤフルの1和酒と汗と、（東洋学

　報、XXW一／’｝4、　ユ952）

細東トルキスタン封麗会史序説、（謄鰹学研

　　　　　　　　　　　M，　lli　J一　／s　i　944）

Ptg）カザッフと清帝国との絹鷹貿易、（暫遊牧民

　族の社会と：文化皇、1952）
⑳）コーカンド汗国の東方発展、（露量学報

　　　　　　　　　　　XXXM　‘一　e2v　19　54　）

　コーカンド国国の勃興と棄方貿易、（ゼ遊牧

　民族の研究」、ユ955）
如）溜代厨薩の人頭税、（更学雑誌LXI一〃、1、

　　　　　　　　　　　　　　　　　エ952）’

1　92）常徳西使記及び渡涯勝覧に見えたるメ7カの

　　一習俗について、（オリエンタリカ、ff

　　　　　　　　　　　　　　　　lgg9）
（bS）バグダードの霊化とその滅亡

　　（上）（下）（吏学、XX耀｛一／，2、ユ9δ5）

㈱東京外大論纂騨懸乙、1953）

・㈲初期イスラームに於けるムハンマツドの蜜語

唱

…始）イスラームに於ける神の主体的表現について

　　（宗教研究、／46、■955＞

㈲『イスラムーイスラム民族の社会』ユ9AV

験の超越化とその意義について（天理大学掌
無憂X～轟、工955）

爾イブン・フルダードベのユダヤ商人とロシア
　　商人の旅程、（東洋霞研究、IC　一5，6ユ麗0）

・1緯無職謙辞
　　研究所。ユ950r＞
細）サラセン帝国の駅逓局畏について（関大文学

認難縷1灘譲
　　積究年報、上・中、7，81957・8）
㈹大征服時代のアIL・　・サワードのスルフ（中央

　　　　　　　　　　　　　工959）　　大学文学部紀要一／4
鯛・Kニニチエリ・カジヤウに蘭する一鷲察（駿

，　台史学2、　195の
　　tスマン社会層位とタンジマート（実学、
　　xx等x一人　ユ95ワ）


